
か行の妖怪 

がしゃどくろ

ガシャ髑髏とも。 
野垂れ死にした人々の骨が怨念によって合体。巨大化して人を襲うという。 

成立

佐藤有文の『日本妖怪図鑑』（1972年）が初出であるが、『世界怪奇スリラー全集2.世界のモンスター』（1968年）が
初出とも言われている。（未確認） 
歌川国芳の浮世絵「相馬の古内裏」の図を引用して、斎藤守弘の「がしゃどくろ」を説明したことから、巨大な骸骨＝が

しゃどくろとの説が広まった。 
水木しげるが自著の「妖怪事典」の中で「がしゃどくろ」を取り上げたとき、日本霊異記の野ざらしの髑髏を供養して

やったところ恩返しに来たとの話を紹介している。そのため、この話が古典に登場する「がしゃどくろ」として流布する

ようになっている。 

ちなみに浮世絵「相馬の古内裏」は、山東京伝の読本「善知安方忠義伝（うとうやすかたちゅうぎでん）」をもとに宝田

寿助が脚色した歌舞伎の「世善知相馬旧殿」の場面を描いたものである。歌舞伎では巨大な骸骨は出ずに、沢山の骸骨が

現れるんだそうである。 

歌川国芳「相馬の古内裏」 

参考

妖怪王雑学帖４ 
http://www.top.ne.jp/aliceweb/youkai/zatugakuchou/4/ 
『妖怪事典』村上健司　毎日新聞社 
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